
評価基準 A：大変よく実施遂行した　B：気がけて実施遂行した（専門職として普通）　C：あまり気がけていなかった(もう一歩努力）　D:全く気がけていなかった（努力不足）

（身だしなみ）　〇：できている　×：できていない　/：関係なし
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プロの職業人　評価表目標管理シート

内容内容

口紅の色は適切である（ベージュ系、紫系はしてない）
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前髪やサイドが顔にかかりすぎていない（髪を立たせていない）

髪が肩より長い場合は、一つに結ぶ

目立つ髪留めをしていない

廊下で患者とすれ違う時は、必ず会釈や目礼をしている

ケアを行う前は必ず声をかけてから行なっている

評価日までに評価を行い、その内容をケアプランの再立案に活か
している

髪は清潔にしている

委員会（　　　　　　　　）は責任をもってやっている

受

け

持

ち

確

認

厚化粧をしていない（ナチュラルメイク）

人の陰口やうわさ話はしない

同僚をあだ名やチャンづけ、君づけで呼んだりせず節度をもって
接している

影で悪口を言うのではなく、自分の意見や考えはアサーティブに
本人に伝えることができる

患

者

対

応

作業中心の仕事にならないよう、一人一人に気持ちを込めて仕事
に向かうようにしている
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挨拶は、自分からすすんで行っている

２人以上で廊下を歩く時は、広がらず隅を歩く

顔色は健康的である

身

だ

し

な

み
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で

の
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常

マ

ナ
ー

勤務毎に、担当する患者には自分の名前を名乗って挨拶している
（常に患者にはすすんで挨拶している）

患者には正しい敬語を基本に、丁寧に応対し,、馴れ馴れしい言葉や態
度で接していない（禁句・幼児言葉・尻なし言葉は使わない）

自分の仕事に自信と誇りを持っている

誰か困った時には、頼りになれるよう努めている

仕事は率先して、前向きに取り組むようにしている

言葉だけではなく、実践（行動）に移している

仕事内容はしっかり理解し、わからない点は確認して実施するよう
にしている

仕事の権限や責任を把握し、業務を遂行している

同僚の仕事にも関心を持ち、必要な時には助言や援助ができる
ように努めている

わかりにくい仕事は、その意味や目的を含め細かいところまできち
んと教えるようにしている

受け持ち患者のケア実践・観察・記録は確実に実施している

ケアプランに沿ってケアを実行している

受持ち患者の変化はキチンと記録している

（男性）鼻毛はのびていない

ピヤスは規定のものをしている

適切な色の靴下を履いている（制服の色にあったもの）

派手な染髪をしていない（上司・同僚・にも確認する）

手にメモ書き等していない

制服の染み、ほころび、ファスナーなどきちんとしている

ポケットに物を詰め込みすぎない

華美なアクセサリーはつけていない

強い香水はつけていない

喫煙者は、髪や制服等にタバコの臭いをさせていない

靴のかかとを踏んでいない

シューズは汚れていない

爪はのびていない

手洗いは必要なタイミングで正しくしている

マニュキアはつけていない

（男性）ひげは伸びていない

カーディガンや上着の色は制服に合っている

カーディガンの袖は長すぎない

解らないことやあいまいなことは独断で処理することなく、上司に
確認して確実に業務を行うようにしている

他人の批判に同調せず、誤解は解くように心掛けている

人間的にバランスが取れており心の安定感がある

遅刻や滑り込みをせず、余裕をもって出勤している

自己管理が出来ており、急に休むことはない

急な休みや遅刻の場合、できるだけ早く連絡している

上司や同僚だけでなく、他部門の方にもすすんで挨拶している

他部門の方に何か質問したり依頼する場合、できるだけ敬語でて
いねいに実施している

時間に余裕がある時は、進んでラウンドをしたり声賭けをしたり先
取りの仕事を心掛けている

職場の整理、整頓、清潔、清掃に気を配っている（５Ｓ）

上司との応対は、礼儀をわきまえけじめをつけている

言われたことしかしないのではなく、「○○○をしましょうか」と進ん
で申し出ている

仕事の目的を理解して、具体的なアイデア（創意工夫）や建設的
な提案をするように心掛けている

上司に、仕事や職場のことを相談するようにしている（タイミングよ
く報告・連絡・相談を行なっている）

共有の物品は、使ったら必ず元の位置に戻している

緊急時以外で廊下を走ることはない

挨拶をせず黙って帰る事はない

入院や帰院時などは、積極的に患者を迎え声をかけている

他部門や外部の方にも謙虚に接している

提出物は、期日までに出している

持ち場を離れるときは、行先を回りの人に伝えている

仕事中の私語は慎しんでいる

病院外で名指し（病院名、部署名、人名）で噂話、批判をしていな
い（メールなどで広げることも無い）

病室へ入る時は「失礼します」、退室する時は「失礼しました」等の
声を必ずかけている

対話中、他の患者から声をかけられたら、「はい、少々お待ち下さ
い」と目線を合わせ応対している

家族や面会の方にも必ず挨拶を行い、必要な情報は随時出来る
だけ伝えるようにしている

困った様子や、具合の悪そうな患者には、自分の担当ではなくて
も声をかけている

病院のイメージを損なわないように通勤着にも気を配っている

疲れた顔、不機嫌な顔をしないよう,常に笑顔の応対を心掛けてい
る

はしゃぎすぎた笑い方、馬鹿笑いをしていない

病室や廊下で長々と職員同士、無駄話をしていない

「おまたせしました」「お困りのことはありませんか」失礼します」など、積
極的に声掛けを行い患者の不満や不安感・不信感を解消するように努
めている
食事や入浴などで、たとえわずかな待ち時間でも、「おまたせ致し
ました」の一言を心掛けている

忙しさのために仕事が雑になったり、手荒くなったりすることはな
い

事前の準備不足で、ケアが手順どおりにいかず患者に負担を掛け
ることはない

役割分担を理解し、協力して効率的に業務を行っている

仕事は業務の進行状況を把握し、少人数で効率的に行うよう創
意・工夫している

医師や他の職種との連携をうまく行い、時間の効率化を図ってい
る

苦情には感情的にならず、病棟の代表者という思いで対処してい
る

比較的余裕のある時間帯は、患者とゆっくり向かい合コミュニケー
ションをとる様に心がけている

引継ぎや報告の不備で、患者に迷惑や業務上の手間がかからな
いように気をつけている

体位変換後、肩や手を敷き込んでいないか確認している

ＴＶ・インターネット・新聞等で視野を広げ、どの様な患者とも会話
や、話の深みが持てるように努めている

車椅子やワゴン車を押す場合、周りの患者に注意を払って移動し
ている

患者に協力していただいたら、「ありがとうございます」とお礼を
言っている

患者のプライバシーや病状に関わる話は、業務以外では決して話
さない
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

病棟の目標や仕事の目的を把握して、誰とも協力している（おむ
つ交換は基本、女性同士か男女ペアで実施）
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【看護部目標】 【病棟目標】 【個人目標】


